
 (2)  産業建設委員会「⽔産物の消費拡⼤と⽔産業の担い⼿確保の取組の拡充」 

 提⾔ ⽔産物の消費拡⼤と⽔産業の担い⼿確保の取組の拡充 
 ⽔産業界において、消費拡⼤と担い⼿確保は全国的な課題であり、舞鶴市 

 においても、関係機関と連携しながら、様々な取組が⾏われているが、⼀朝 
 ⼀⼣で解決されるものではない。 

 より効果的な施策の展開につなげるためにも、⽔産庁が推進する「さかな 
 の⽇」と連動した学校給⾷や市内事業者のキャンペーン⽀援などによる消費 
 拡⼤と販路拡⼤、漁業就業者の住宅確保の⽀援などによる担い⼿確保につい 
 て、さらなる取組の拡充を図られたい。 

 提⾔に関連する市の取組内容 
 (1) R8年度の取組内容 
  100%を達成している学校給⾷での地元産⽔産物の利⽤を維持・定着させる 
 とともに、お⿂授業などを通じ、⼦供の頃からの⿂⾷習慣化を図ります。 
  また、昨年度に引き続き、京都府産天然⼩型クロマグロ「都まぐろフェ 
 ア」を開催し、消費拡⼤との販路拡⼤を推進します。 
 新規就業者の⼤きな課題である住宅確保⽀援について具体策を検討・推進し 
 ます。 
  「海の⺠学舎」等と連携した新規就業者の確保・定着に向け、京都府をは 
 じめ、関係機関とともに住宅確保など⽀援策の充実を検討・推進します。 
  加えて、漁船・機器導⼊⽀援やスマート漁業の実装、利⼦補給等を継続 
 し、漁獲量向上と経営体質の強化を図ります。 

 ◆「都まぐろ」展開による⾼付加価値化の成果 
  令和8年2⽉11⽇のブランド開始以降、市場価格において顕著な成果が⾒ら 
 れました。 
  2⽉10⽇以前の活締め平均単価は1,381円でしたが、「都まぐろ」開始後の2 
 ⽉11⽇以降は1,770円(前期⽐128%)へと⼤幅に上昇しました。 
  3⽉には活締めの平均単価が2,656円に達し、1か⽉で約2,400万円の売上を 
 記録しました。 

 (2) 今後の⾒込み・市の考え⽅ 
  「さかなの⽇」と連動した学校給⾷や市内事業者のキャンペーン⽀援につ 
 きましては、市⺠消費と⿂価の向上が期待されますことから、学校や事業所 
 と検討してまいります。 

 担当課 

 産業振興部 ⽔産課 
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